【目的】YouTubeやtiktokなどの動画、インターネットサイトや一部の週刊誌の記事には、視聴者や読者を不安にさせる脅しの食生活情報が溢れている。＊＊を食べたら病気になる、＊＊を食べたら早死にするといった類の情報であり、ある食べ物を推奨するのではなく、ある食べ物を食べる＝病気や死　を結びつけるものである。発信者が医師や栄養士であることも多い。本発表では「糖尿病の人は」とか「高齢者は」などのような条件付きの記事ではなく、多くの人に当てはまる表現をしている動画タイトルや記事タイトルの内容を分析した結果を報告する。
【方法】2025年11月～2026年3月、インターネットで閲覧できる記事16およびYouTubeなどの動画7の内容を分析した。記事や動画のタイトルの例として、栄養士が警告！なるべく避けたい食品リスト30、【超危険】絶対に食べてはいけない食べ物10選、体を破壊する恐ろしい食べ物10選、管理栄養士が絶対に食べないNG食品リスト、専門医が教える「食べてはいけない食品」、99%の医者が怖がる「危険な食べ物」、タバコよりも体にわるい食べ物５選などがあった。
【結果】おそらく生成AIを利用したと思われる記事や動画が散見され、同じ食べ物が表現を変えて掲載されていることが多かった。分析した記事や動画は多かったが、同じソースのものは削除したために、方法に示した分析対象の記事数になった。
1 記事や動画の執筆者、作成者：最も多かったのが医師(5)であり、次いで海外の栄養士(3)、スポーツトレーナー(3)、ライター(3)、歯科医(2)、ヘアサロンスタッフ(1)、整体師(1)、すし職人(1)、宮司(1)と続いた。不明は3件であった。
2 記事の掲載箇所：店のHP・ブログ(5)、海外サイトの翻訳紹介WEB雑誌記事(5)、医院・歯科医院のHP・ブログ(4)、ニュースサイト(2)の順であった。
3 「危険な食べ物」として掲載されている食品：ハムやソーセージ、サラミなどの加工肉が12件あり、43％の記事・動画が「食べてはいけない」としていた。次いで、ダイエット食品(11)、マーガリン(9)、加糖の飲料水(7)、炭酸飲料(7)、菓子パン(6)、酒(5)、インスタントラーメン(5)、甘い菓子(5)、栄養ドリンク(5)、赤身肉(4)、非オーガニックの果物・野菜(4)、グラノーラ（4)、揚げ物(3)、加糖ヨーグルト(3)、コンビニ弁当(3)、白米(2)、牛乳(2)、甘鯛(2)、ドーナツ(2)、砂糖(2)などであった。ガム、ケチャップ、鶏肉、卵、食卓塩、アサイー、ブロッコリー、納豆を挙げたサイトもあった。　

【考察】脅しの食生活情報が、食の楽しみを奪っている実態を感じさせる結果であった。海外の情報は日本にあてはまらない状況があり、安易に紹介することは避けるべきである。
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